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図 1 GC 用珪藻土担体の SEM 写真
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ガスクロマトグラフィー用珪藻土
担体の動向

植 田 郁 生

1 は じ め に

ガスクロマトグラフィー（GC）分析に用いる充材

として，
けいそう

珪藻土の担体の表面にポリジメチルシロキサン

等の高分子液相を被覆した粒子が頻繁に用いられてい

る。担体としての名称としては，Chromosorb（クロモ

ソルブ）という名前が有名である。これは Celite Cor-

poration 社が製造販売する珪藻土担体の商品名であり，

`̀ Celite'' は同社の登録商標である。長年にわたって GC

において使用されてきている珪藻土担体であるが，近年，

GC 用の高純度珪藻土が入手しにくくなってきている。

2 珪藻土とは

最初に，そもそも珪藻土とはどのような物なのかを紹

介したい。珪藻土とは珪藻という単細胞の藻類の殻の化

石により形成されている。この殻はケイ酸質でできてい

るため，珪藻土の主成分も二酸化ケイ素である。珪藻の

大きさは数十 nm から百 nm 程度であり，川や海などに

生息している。図 1 に，市販されている珪藻土担体を

著者が走査型電子顕微鏡で観察した画像を示す。図 1

(A)～(C)は A 社が市販している GC 用珪藻土担体であ

る。様々な珪藻類の殻などが寄せ集まって粒子を形成し

ている。特に，図 1(B)および(C)に見られるように，

蜂の巣のような形をした珪藻の殻は印象的である。ま

た，写真にはないが，焼成温度を高くした珪藻土担体で

は，ガラス化が進んでおり，全体的につるつるした感じ

であることが確認できた。一方で，図 1(D) は B 社が市

販している白色珪藻土の写真であるが，珪藻の殻の形は

確認することができず，粒子の所々に穴が開いている石

の塊のような形状であった。

GC は 1952 年に James と Martin によって初めて報

告がなされた1)。この報告では，気液ガスクロマトグ

ラフィーによって低級脂肪酸を分離しており，カラムに

は珪藻土を充したガラスカラムを用いている。すわな

ち，珪藻土は今日まで 60 年近く使われてきている担体

であり，GC 用担体の代表の一つである。

3 GC 用珪藻土

珪藻土は世界中の沿岸部で採掘されており，日本でも

採掘は行われている。採掘された珪藻土は，焼成や分級

が行われた後に，a過材や建材として使用される場合が

多い。GC に用いるためには，酸処理や不活性化等を経

て，純度を高めたり，テーリングを抑えるための処理を

行う必要がある。「Chromosorb W AWDMCS」と書

かれていれば，Chromosorb W という担体を酸洗浄

（acid washed）して，ジメチルジクロロシランでキャッ

ピング処理を行っているということを表している。焼成

温度や酸処理の度合い，表面積の違い等によって，数種

の珪藻土担体が市販されている。

しかし，昨年から今年にかけて，国内外のカラムメー

カーの多くが，担体のみの珪藻土の販売を取り止めてお

り，一部はカラムとしての販売を中止している。これは，

Celite 社からの供給量が著しく減少しているためであ

る。カラムメーカーの方の話しでは，生産が止まってし

まったわけではないものの，供給量が少なく，今後，す

ぐに生産量が増えるという話もないそうである。また，

日本でも GC 用珪藻土担体を製造しているメーカーがあ

るが，生産能力はそれほど高くなく，担体として大量に

供給することはできないとのことである。

GC 用カラムは，珪藻土等を充したパックドカラム

から，液相を溶融シリカチューブの内面にコーティング

したキャピラリーカラムに移り変わり，現在では後者を

用いて分析する方法が主流である。一方で，パックドカ
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ラムは高揮発性の試料の分離や石油化学の分野等で現在

も根強く使用されている。液相の担持能力，表面積や耐

熱性等のパラメーターを考慮して，今日，珪藻土以外に

も様々な担体がカラムメーカーから発売されており，珪

藻土を用いないと分離が達成されないような例はないよ

うに思う。しかし，米国薬局方，日本薬局方や JIS にお

いて，充カラムの使用が明記されている分析法の中に

は，珪藻土担体を用いることが記載されている方法もあ

る。これらのことから，今後も珪藻土担体の需要はある

と考えられる。

4 最 後 に

現在のところ，以前に製造された珪藻土担体の在庫を

各社が有しているため，すぐに珪藻土担体のカラムが枯

渇することはないようである。今後，珪藻土担体を充

したカラムの取り扱いがどのようになるのか，注目して

いきたい。
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